
第1回岐阜市公立大学法人評価委員会 2024年7月22日

岐阜薬科大学の概要
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Gifu Pharm. Univ.

岐阜薬科大学の基本理念

グリーンファーマシー教育推進センターは、文部科学省2006年度「地域医療等社会ニーズに対応した
質の高い医療人養成推進プログラム」に採択された本学の取組（附属薬局を活用した臨場感溢れる
実践教育）において設置した。
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Gifu Pharm. Univ.

岐阜薬科大学の沿革

1932年 薬学専門学校として創立
（全国初の市立の薬学専門学校）

1953年大学院修士課程設置
（全国初設置大学の一つ）

1998年 大学付属薬局を開局
（全国初の薬学系大学）

2014年博士（薬学）とMBA（経営管理修士）のダブルディグ
リー取得を目指すプログラムを中京大学と提携
（全国初の連携）

2017年モバイルファーマシー導入 (災害対応医療物資輸送車両)
（大学として全国初の導入）

2024年1月10日能登半島地震被災地に派遣
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2021年以降に追加した組織
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R51064人
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＜２０２４年度学部入学生の都道府県別入学者数＞

出身高校都道府県別志願者数・入学者数
（入学者数／志願者数を表す）

＜２０２４年度入学者数＞

入学者定員

１１１１２０薬学科

１３博士前期課程（修士課程）

３５博士後期課程

１４５博士課程

その他
１／６

岐阜県 23％
愛知県 22％
その他 55％
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薬局 33％
病院 30％
企業 25％
大学院 10％
官公庁 1％

岐阜県、愛知県
以外の都道府県

66％

岐阜県
23％

愛知県
10％

その他 1％

岐阜県 23％
愛知県 10％





Gifu Pharm. Univ.

数字が示す岐阜薬科大学の研究力

大学ランキング2023年版(朝日新聞出版) (全国国公私立大学793校調査)

2023年度
2位 (1位)

2022年度
1位

2021年度
2位 (1位)

2020年度
2位 (1位)

論文引用度指数ラン
キング(クライリベイト)
教員の生産性:教
員1人当たりの年間
主著論文数

有名医薬品企業13
社※への実就職率

全国国公私立大
学中1位!

過去4年間で1位
か2位を維持

※「有名医薬品企業13社」は、日経
平均株価指数の採用銘柄や企業規
模、知名度、大学生の人気企業ラン
キングんどを参考に選定

カッコ内は公立大学100校中の順位



薬剤師-研究者（Pharmacist-Scientists）の養成

高度化する医療現場で
活躍出来る薬剤師

創薬に貢献できる薬剤師

薬学教育の刷新

現場ニーズに答える教育

臨床に従事しながら研究ができる、あるいは臨床の経験を生かして他の

研究職域で活躍する薬剤師 （2010年 日本学術会議薬学委員会）

国公立で最初に6年制一本化
(2017年より、6年目)

GifuPharm.Univ.
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Gifu Pharm. Univ.

研究企画URA室 12

岐阜薬科大学成⾧のための3つの柱

先導的薬剤師教育

• チーム医療の中で活躍する臨床能
力の高い薬剤師の育成

• 高い専門性を持ち、ドクターや看護
師と連携して高度専門医療に力を
発揮する薬剤師の育成

• 高い課題解決能力すなわち「研究
力のある薬剤師」としてプロフェッショナ
リズムを発揮する薬剤師の育成

研究力向上

• 創薬を軸とした研究力向上

• 疾患予防に関連する製品の研究・
開発

• 美容や健康増進を促す製品・サー
ビスの研究開発

• 早期の疾患発見モニター製品・サ
ービスの研究開発

地域貢献

• 岐阜市民に対する健康・疾患関連情
報、関連製品・サービスの提供

• 地場企業との産官学連携（寄附講
座、共同研究講座など）を通じた地
域活性化

• ベンチャー創出（R7年度より）や事
業に伴う企業誘致による税収増加

 「先導的薬剤師教育」と「研究力向上」が、「地域貢献」につながると考え、この3つを柱とします
 「研究ができる薬剤師」、「薬剤師の資格を有した研究者」 (Pharmacist-Scientist) の育成が成⾧の

鍵となります



Gifu Pharm. Univ.

研究企画URA室 13

岐阜薬科大学研究力向上の重点施策

健康 未病 病気

健康維持・増進
抗老化
美容

予防 (ワクチンなど)
早期疾患発見

治療
創薬・育薬・活薬

 従来の治療に対する研究（創薬研究）に軸足を持ちつつ、社会ニーズの高い未病、健康に関する研究にも拡大します
 その結果、健康寿命の延⾧・生産年齢の延⾧（生き生きとした生活）、医療費削減に貢献します
 これらのプロトコールを支える機能性材料研究・開発および環境科学を発展させていきます

機能性食品など 治療薬など機能性食品、早期疾患モニターなど

支える技術

機能性材料研究・開発
環境科学



Gifu Pharm. Univ.

研究企画URA室 14

法人化後の教育・研究力向上のための施策

教育・研究力向上のための施策

産

学官

産官学連携 ベンチャー設立/知財取得 データ・IT・AI活用

3つの改革
教育・研究人材の改革
研究資金の改革
教育・研究環境の改革

 教育・研究力向上のために3つの改革を行って参ります
 そのための打ち手として、産官学連携、ベンチャー設立/知財獲得、データ・IT・AI活用を強化します



Gifu Pharm. Univ.

研究企画URA室 15

Gifu Pharm. Univ.

岐阜薬科大学の今後の方向性

2025年4月

岐阜薬科大学の法人化

2028年度

岐阜薬科大学新キャンパス
完成(黒野地区への集約)

2030年度

岐阜薬科大学の研究力、資金
調達力、大学発スタートアップの

成⾧が全国屈指に

 大学発ベンチャーの誕生
で学内活性化

 東海国立大学機構岐阜
大学との連携および産学
官連携の加速

 健幸学術都市ぎふの成果・名声が全
国区に発展

 黒野ライフサイエンス拠点形成に拍車



Gifu Pharm. Univ.

岐阜薬科大学の研究体制

STEP1
化合物探索

選定

STEP2
ターゲットバリ
デーション

STEP3
非臨床研究

STEP4
臨床試験

STEP5
市販・市販後

調査

٭ グリーンファーマシー
教育推進センター

• 薬理学 ・ 分子生物学
• 感染制御学 ・ 免疫生物学
• 臨床薬剤学 ・ 生体情報学
• 生化学
• 衛生学

• 薬化学
• 合成薬品製造学

• 薬品化学

• 病院薬学 ・医薬品情報学
• 地域医療実践薬学 ・ 薬局薬学
• グローバル・レギュラトリー・サイエンス

• 先端医療薬学(岐阜大学)
• 健康医療薬学(岐阜市民病院)
• 医療連携薬学(大垣市民病院)

サ
テ
ラ
イ
ト

研
究
室

• 生薬学 ・ 薬草園
• 薬物動態学

• 薬物治療学・ 薬効解析学

・製剤学 ・ 薬品分析化学 ・薬品物理化学

• 香粧品健康学（一丸ファルコス/ファンケル）

• バイオメディカルリサーチ（新日本科学）

• 先進製薬プロセス工学（バウレック）

• ナノファイバー創剤学（三菱ケミカル） • 先端医療薬局学（中部薬品）

• 社会薬局薬学（たんぽぽ薬品）

• 次世代エネルギー化学（ナプテスコ）
• 早期発見モニター開発学（SB新型コロナウイ

ルス検査センター）

研究室
寄附講座
共同研究講座
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• 機能性食品開発学 （ユニバーサルコーポレーション）

• 創薬イノベーション（ラクオリア創薬）



一丸ファルコス株式会社

1.香粧品健康学
(2016年10月～)

株式会社ファンケル

株式会社新日本科学2.バイオメディカルリサーチ
(2018年4月～)

株式会社パウレック3.先進製薬プロセス工学
(2019年4月～)

三菱ケミカル株式会社4.ナノファイバー創剤学
(2022年４月～)

中部薬品株式会社5.先端医療薬局学
(2022年４月～)

たんぽぽ薬局株式会社6.社会薬局薬学
(2024年4月～)

株式会社ユニバーサルコー
ポレーション

7.機能性食品開発学
(2024年5月～)

寄附講座

ラクオリア創薬株式会社1.創薬イノベ―ション
(2021年4月～）

ナブテスコ株式会社2.次世代エネルギー化学
(2024年4月～)

SB新型コロナウイルス検
査センター株式会社

3.早期発見モニター開発学
(2024年7月～)

共同研究講座

Gifu Pharm. Univ.

進行中の寄附講座・共同研究講座

 企業との連携研究も、研究力の源泉になっている

17

総額約1.5億円



Gifu Pharm. Univ.

岐阜大学とのOne Campus（医・薬・獣・農・工 集結）

岐阜大学医学部岐阜大学医学部

岐阜大学附属病院岐阜大学附属病院

岐阜大学応用生物化学部岐阜大学応用生物化学部

岐阜大学動物病院岐阜大学動物病院

岐阜薬科大学黒野（本部）キャンパス

岐阜大学工学部岐阜大学工学部

18岐阜大学提供 64万ｍ２ 18

岐阜薬科大学
整備候補地

（2028年予定）



Gifu Pharm. Univ.

岐阜薬科大学・岐阜大学を起点としたライフサイエンス研究拠点形成

「健幸先進都市・ぎふ」

まちづくりの目標

医学、薬学、工学、獣医学の融合による
「ライフサイエンス」拠点の形成

社会的課題 人生100年時代に向けた健康寿命の延伸

目指すべき未来

Society5.0 による社会的課題の解決・経済発展

連携

創薬・医療機器の開発

に向けた共同研究

民間企業

岐阜大学病院
岐阜大学

（医学・農学・
工学・獣医学）

ホスピタルタウン

○滞在施設

（ファミリーハウス：
病気の方に付き添う家族の滞在施設）

○健康サポート施設

リサーチパーク

○研究施設・工場
（ライフサイエンス分野）

（イノベーションを創出するクラスター）

雇用創出により
地域経済活性化に寄与

周辺環境の整備
○（仮称）岐阜IC

（2024年度開通予定）

○トランジットセンター

整備が実現

北西部地域の核として機能

災害時の後方支援拠点としても機能

先天性疾患の克服

後天的疾患の予防

市民健康サポートの充実

○モバイルファーマシーの活用

○AI/IoT/ロボット等の活用

医・薬の融合による

災害医療の確立

医・薬・工の融合
県薬剤師会・市薬剤師会との連携による

在宅医療・予防医療の向上

岐阜薬科大学
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• 日本・世界の薬学界をリードするPharmacist-
Scientistsとして医療現場あるいは創薬の世界で活
躍できる学生の輩出

• 臨床薬学教育・研究の強化（医療現場に研究室を設置）

• 大学院教育・研究の強化（博士課程進学学生の推奨）

• モバイルファーマシーの活用（災害時、平時医療過疎地域）

• ライフサイエンス研究拠点形成（産官学の連携）

社会の変革に対応できる持続可能な大学を目指す！

まとめ（最後に）
Gifu Pharm. Univ.



ご清聴ありがとうございました


